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講話：「苦難から学んだ、感謝と実践の力」

講師：法人レクチャラー

福岡県倫理法人会 副会長

OLICE（同）代表 永杉 貴司氏

福岡市那の津倫理法人会の皆様

いつも、倫理活動にご協力いただき、心より感謝申し上げます。

◆10月 8日(木)

久留米市東倫理法人会

安河内 正幸 専任幹事 講話

南薫校区コミュニティセンター

（久留米市通外町58）

◆10月 13日(火)

北九州市中央倫理法人会

法人レクチャラ―

金川 俊一 相談役 講話

志音SHION 

（北九州市八幡東区桃園2-3-9）

◆10月 29日(木)

中洲川端倫理法人会

津隈 亜理沙幹事 講話

冷泉サロン

（福岡市博多区冷泉町10-15-2F）

2026年10月「経営者 モーニングセミナー」朝６：００～７：００

「 倫 理 学 習 会 」
時間 19：00～20：00 学習会

20：15～21：00 意見交換振り返り

会場 アールコラボ（福岡市東区若宮4-20-35）

会費 ８００円 ゲスト参加大歓迎!!

会員スピーチ

2026年 10月 経営者MS
≪ 他 単 会 講 話 情 報 ≫

福岡市那の津倫理法人会

会 長 福井 富士子

講話：「倫理の学びと実践がもたらした自己革新」

講師：福岡市西倫理法人会 相談役

(株)Do it プランニング 小倉支社

保険のコンサルタント 丸髙 渉氏

講話：「おふくろからの贈り物」

講師：天神倫理法人会 幹事

（同）岡野サマーチャイルド体育教室 岡野 真臣氏

倫理研究所発行の「職場の教養」9月７日に取り上げられたテーマ「秋の声を聴く」。ここでは、心構えや人間関係への気づきが説かれています。

鈴虫やコオロギなどの虫の音を、単なる雑音ではなく情緒ある「声」として聴く文化や感性を大切にする。慌ただしい日常や情報にあふれた環境の

中では、身の回りの小さな変化や自然の美しさを見落としがちになるということです。

日常のなかでふと立ち止まり、草むらから聞こえる虫の音に耳を傾けるように、「職場の仲間の表情や、何気ない言葉の裏にある相手の気持ちに

気づく心を持ちましょう」というとても大切な学びを得ることが出きました。朝礼での職員の感想からも、心の余裕を持つことが様々な困難を回避

することにもつながるという気づきの発言がありました。

こころが変われば、態度が変わる、態度が変われば、行動が変わる、行動が変われば、習慣が変わる、習慣が変われば人格が変わる、人格が変わ

れば、環境が変わる、環境が変われば、運命が変わる。

日本人の脳の違いについても解説がされており、「虫の鳴き声の聞き方」には日本人と西洋人で明確な違いがあることもさらに学びました。〈医

学博士・角田忠信氏の脳生理学的な研究（『日本人の脳』等）〉

日本人（およびポリネシア語圏の人々）は、虫の音や波の音、風の音などを、言葉や論理を処理する「左脳（言語脳）」で聞いており、そのため、

単なる「雑音」ではなく、意味を持った「声」や情緒として捉える傾向があります。西洋人（欧米言語圏の人々）は、虫の音や機械音、雑音を、音

楽や環境音を処理する「右脳（音楽脳）」で聞いています。そのため、特に意味のない背景の「雑音」として処理されがちで、慣れてくると意識か

ら消えて聞こえなくなるそうです。

この感性を楽しもうとする人は、自然の息吹や季節の移り変わりを肌で感じることができるとも想像できます。日常の忙しさから離れて「五感や本

来の感性を取り戻す」ことも楽しむでしょう。

そこで「山登り」の勧め～虫の声ばかりでなく何物にも代えがたい素晴らしい体験ができます。

一歩一歩自らの足で登る山登りと、そこに広がる大自然は、私たちの心身に計り知れないエネルギーをもたらしてくれます。

・内省の力：外に向いていた意識を自らの内側へと向け、自分自身の本質と対話するためのかけがえのない機会を与えてくれます。

街の喧騒や雑音から離れ、ただ足音と呼吸に集中する時間は、乱れた心を静め、本当の自分を取り戻す機会になります。

・大いなるリズムに同化する感性： 虫の声に耳を澄ませ、風や木の匂いを感じる日本的な感性は、大自然（宇宙の永遠なる流れ）

と自分が一つにつながっているという深い安心感を与えてくれます。

・どんな困難をも乗り越える底力： 急坂や悪天候を自らの足で乗り越えて頂上に立ったとき、「自分はやればできる」という揺る

ぎない自信と、どんな試練もいつかは晴れるという人生への希望が湧いてきます。

日々の営みの中で心がざわついたとき、山や自然はいつの時代も変わらず、私たちを温かく迎え入れ、生きるための原点とエネ

ルギーをそっと手渡してくれます。

『万人幸福の栞』の解説や倫理思想の実践において、人生や倫理の学びはたびたび「山登り（登山）」に例えられます。人間も物

も自然もそこにある空間そのものが、自然であるという自然の法則を実体験する素晴らしさがあると思います。山の自然（大自然

の法則）には無理に抗わず、素直に従い調和して登る姿勢が人生の歩みと重なります。

『万人幸福の栞』十七箇条は人生の道しるべ、山を登りながら、帰りの道しるべを残すように枝を折り一歩一歩踏みしめて登って

いきます。


